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昭・平　　 . 　　.

(ココヲトジル)

氏名
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商 業 簿 記

平成 22年度　ラストスパート模試・第３予想

第 126回対策 答案用紙

１　級　①

 　 貸　借　対　照　表 　
 × 22年 3 月 31日現在 （単位：千円）

資　産　の　部
Ⅰ流　動　資　産
　　現　金　預　金    （  ）
　　受　取　手　形  （  ）
　　売　　掛　　金  （  ）
　　貸 倒 引 当 金  （△  ）  （  ）
　　有　価　証　券    （  ）
　　商　　　　　品    （  ）
　　繰延税金資産    （  ）
　　　流動資産合計    （  ）
Ⅱ固　定　資　産
　有形固定資産
　　建　　　　　物  （  ）
　　減価償却累計額  （△  ）  （  ）
　　備　　　　　品  （  ）
　　減価償却累計額  （△  ）  （  ）
　　リ ー ス 資 産  （  ）
　　減価償却累計額  （△  ）  （  ）
　　土　　　　　地    （  ）
　無形固定資産
　　の　　れ　　ん    （  ）
　投資その他の資産
　　投資有価証券    （  ）
　　長 期 貸 付 金  （  ）
　　貸 倒 引 当 金  （△  ）  （  ）
　繰延税金資産    （  ）
　　　固定資産合計    （  ）

　　資産の部合計    （  ）

負　債　の　部
Ⅰ流　動　負　債
　　支　払　手　形    （  ）
　　買　　掛　　金    （  ）
　　一年内償還社債    （  ）
　　リ ー ス 債 務    （  ）
　　未払法人税等    （  ）
　　　流動負債合計    （  ）
Ⅱ固　定　負　債
　　社　　　　　債    （  ）
　　リ ー ス 債 務    （  ）
　　　固定負債合計    （  ）
　　　負債の部合計    （  ）

純 資 産 の 部
Ⅰ株　主　資　本
　　資　　本　　金    （  ）
　　資 本 剰 余 金
　　　資 本 準 備 金   （  ）
　　　その他資本剰余金   （  ）
　　利 益 剰 余 金
　　　利 益 準 備 金   （ ）
　　　繰越利益剰余金   （  ）
　　自　己　株　式    （  ）
　　　　株主資本合計   （  ）
Ⅱ評価・換算差額等
　　その他有価証券評価差額金   （  ）
Ⅲ新 株 予 約 権    （ ）
　　　　純資産の部合計   （  ）
　　負債の部及び純資産の部合計   （  ）

 　 株主資本等変動計算書（一部） 　
 自× 21年４月１日　至× 22年３月 31日 （単位：千円）
資　　本　　金 利 益 準 備 金 その他有価証券評価差額金
　前 期 末 残 高 100,000 　前 期 末 残 高 11,900 　前 期 末 残 高  （ ）
　当 期 変 動 額 　当 期 変 動 額 　当 期 変 動 額
　　新 株 の 発 行  （ ） 　　剰余金の配当  （ ） 　　当期変動額（純額）  （ ）
　当 期 末 残 高 （ ） 　当 期 末 残 高 （ ） 　当 期 末 残 高  （ ）
資 本 準 備 金 繰越利益剰余金 新 株 予 約 権
　前 期 末 残 高 12,700 　前 期 末 残 高  （ ） 　前 期 末 残 高 2,500
　当 期 変 動 額 　当 期 変 動 額 　当 期 変 動 額
　　新 株 の 発 行  （ ） 　　剰余金の配当  （ ） 　　当期変動額（純額） （ ）
　　剰余金の配当  （ ） 　　当 期 純 利 益 5,100 　当 期 末 残 高  （ ）
　当 期 末 残 高 （ ） 　当 期 末 残 高 （ ）
その他資本剰余金 自 己 株 式
　前 期 末 残 高 7,500 　前 期 末 残 高 ―　　
　当 期 変 動 額 　当 期 変 動 額
　　剰余金の配当  （ ） 　　自己株式の取得 （ ）
　　自己株式の消却  （ ） 　　新 株 の 発 行 （ ）
　当 期 末 残 高 （ ） 　　自己株式の消却 （ ）

　当 期 末 残 高  （ ）
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会 計 学

平成 22年度　ラストスパート模試・第３予想

第 126回対策 答案用紙

１　級　②

第１問

ア イ ウ エ オ

第２問

問１ 繰延積送諸掛 円 営業利益 円

問２ 繰延積送諸掛 円 営業利益 円

第３問
 連結キャッシュ・フロー計算書（一部） （単位：千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

　　　営業収入 （ ）

　　　商品の仕入支出 （ ）

　　　利息及び配当金の受取額 （ ）

　　　利息の支払額 （ ）

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　投資有価証券の取得による支出 （ ）

　　キャッシュ・フローの減少となる場合には、数字の前に△印を付けること



社　　長：「当初予定していた売上高も営業利益も上回ることができた。当期はみんなよく頑張った。」
経理部長： 「話の腰を折るようで申し訳ありませんが、そう喜んでもいられない状況にあります。確かに、売

上高や営業利益は予定を上回ることができましたが、改善するところはたくさんあるはずです。
例えば、売上高営業利益率をご覧になってください。当初の予定では（ ① ）％であるにもかか
わらず、実際には（ ② ）％しかありません。売上高も営業利益も予算を上回っていますが、利
益率が低いということは、どこかに無駄があったとも考えられます。」

社　　長：「そうか。例えば、どんな原因が考えられるのだろうか？」
経理部長： 「資料（Ⅱ）は、営業部から提出された当期の販売活動に関するデータです。売上高は予算に比べて

（ ③ ）千円増えていますが、販売価格をかなり無理をして下げているようです。そのため、当
初の予算どおりの価格であれば販売量が増えたことにより売上高が（ ④ ）千円増加するはずで
すが、同時に値下げを行ったことによって売上高が（ ⑤ ）千円減少したということができます。」

社　　長：「営業部長には、度を越した値下げを控えるように言いつけておかないといけないな。」
経理部長： 「しかし、営業部も値下げせざるを得ない状況だったのかもしれません。当社の扱う製品は競争

が激しく、そのうえ、市場全体の需要も落ち込んでいます。市場全体の需要の落ち込みが売上高
に与える影響は（ ⑥ ）千円と考えられますが、当社マーケットシェアが予算を上回っているこ
とによる売上高の増加額が（ ⑦ ）千円あるために、実際には売上高が（ ④ ）千円増加したと
考えられます。これは値下げの効果かもしれません。それに、これも値下げのおかげでしょうか、
販売費は予算よりも（ ⑧ ）千円少なく済んだようですね。」

社　　長： 「確かに、当期の営業は厳しかっただろうな。実際の売上総利益が予算を下回っているのも、営業
部の無理な値下げが原因ということかね？」

経理部長： 「売上総利益が予算を下回っている要因は、営業部だけの問題ではありません。売上総利益で営業
部の業績を判断するのであれば、売上高から差し引くべき売上原価は Ａ  と Ｂ  を
掛けた金額でなければなりません。」

社　　長：「それはどうしてかね？」
経理部長： 「売上原価、特に単位当たり売上原価の大小は、営業部よりむしろ製造部の能率の問題です。営業

部の業績を判断するために売上総利益を用いても良いのですが、そこには製造部の能率の良否が
混入されるべきではありません。」

社　　長： 「予算に比べて売上原価が 1,347,000千円増えているが、これが製造部の不能率ということかね？」
経理部長： 「いいえ、もともと販売量が増えているために増加している売上原価も、その差額に含まれていま

す。販売量の影響による売上原価の増加額が（ ⑨ ）千円なので、それを差し引いた（ ⑩ ）千
円が製造部の不能率といえます。ただ、製造部からの資料はまだ提出されていないため、詳しい
原因を探ることはできませんが…。」

社　　長： 「これについては、製造部長から詳しく話を聞くことにしよう。ところで、君の話を聞いていると、
営業利益が予想を上回っているように思えなくなってくるのだが…。他に営業利益の増加に貢献
した要因はないのだろうか。」

経理部長： 「この他に営業利益の差異の原因として考えられるのは、一般管理費ではないでしょうか。予算設
定の段階では予定していなかった業務の効率化や外部委託などで、一般管理費を（ ⑪ ）千円削
減することができています。」

社　　長：「なるほど。では、担当の各部署からの意見もふまえて、来期の予算計画に移るとしよう。」

〔問１〕　会話文の空欄（　①　）、（　②　）内に入る適切な数値を答えなさい。
〔問２〕 　会話文の空欄（　③　）～（　⑪　）については、差異分析上の差異であるため、空欄内に入る適切な差異

の名称を【語　群】から選び、その金額を答えなさい。また、有利差異か不利差異かもあわせて答えなさい。
なお、有利差異であれば「Ｆ」を、不利差異であれば「Ｕ」を解答欄に記入すること。

〔問３〕　会話文の空欄 Ａ  と Ｂ  に入る適切な語句を【語　群】から選び答えなさい。

【語　群】

市場占拠率差異 市場総需要量差異 売上原価数量差異 販売費差異
一般管理費差異 売上原価価格差異 売上高差異 販売価格差異
販売数量差異 予算販売数量 実際販売数量
単位当たり予算売上原価 単位当たり実際売上原価

(禁無断転載)

第126回 日商簿記試験予想

ラストスパート模試

平 成 22 年 度

http://www.net‑school.co.jp/

工業簿記・原価計算

（商業簿記・会計学終了、休憩後開始　制限時間  １時間30分）
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第 126回対策 答案用紙

１　級　③

〔問１〕

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

〔問２〕

 　予 定 部 門 費 配 賦 表　 （単位：円）

摘　要
製　造　部　門 補　助　部　門

Ａ製造部 Ｂ製造部 動力部門 修繕部門

部 門 費 9,644,000 8,625,000 5,670,000 5,400,000

動力部門費 △

修繕部門費 △

製造部門費 0 0

　　製造部門に配賦される修繕部門費の単価＝（  ）円

〔問３〕

　（１）　サービスを内製する場合の差額原価  円

　（２）　ＦＴ社から購入すべき修繕サービス量  時間

　（３） 　ＦＴ社から提示される単価が１時間当たり  円未満であれば、同社の申し出を
　　　受け入れるべきである。
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原 価 計 算

平成 22年度　ラストスパート模試・第３予想

第 126回対策 答案用紙

１　級　④

〔問１〕

①

②

〔問２〕

差異の名称 金　　　額 有利差異か不利差異か

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

〔問３〕

Ａ

Ｂ




